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研究成果の概要（和文）：核家族化の進展と地域社会の希薄化より世代が孤立し、地域の世代間交流が推奨され
ているが、世代間交流による地域づくりの概念は不明である。本研究の目的は、世代間交流によるコミュニテ
ィ・ビルディングの概念を明らかにし、その評価法とコミュニティ・ビルディング支援プログラムを開発するこ
とである。ハイブリッドモデルを用いた概念分析の結果、【理解】【協働】【連帯感】【次世代育成】【持続可
能な社会】の属性が明らかになった。これらを取り入れ、大学を拠点に育児中の母親と地域在住高齢者の多世代
交流プログラムを立ち上げた。その過程には大学と高齢者と母子の支援機関との協働があった。世代間交流効果
の検証が今後の課題である。

研究成果の概要（英文）：Trend towards to nuclear families and dilution of the local community make 
generations isolate, it is recommended to have the intergenerational relations in a community, but 
the concept of “community building using intergeneration” is not clear. The purpose of this study 
was to develop the concept of “community building using intergeneration” and create the 
intergenerational program to support community building. A hybrid model was used to concept 
development, the concept have five elements such as [understanding][cooperation][sense of  
solidarity][development of the next generation][sustainable society]. The intergenerational program 
adopted these elements at university for mother who has infants, and elders living in a community 
was developed by researchers.  There was cooperation between university and institution to support 
mothers and elders in a process to create the intergenerational program. Challenge to the future is 
to evaluate the effect for participations and community.

研究分野： 公衆衛生看護学

キーワード： 世代間交流　地域づくり　連帯感　世代性関心　システムづくり
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
核家族化の進展と地域社会の希薄化より

世代が孤立し、独居高齢者の孤立や育児の孤
立などの問題が起こっている。地域の課題解
決の一つの手段として、世代間交流が着目さ
れ、文科省（2012）では、地域における子ど
もと高齢者の世代間交流を次のように推奨
している。 
「家庭における世代間の交わりが減少す

る現代では、例えば高齢者福祉施設への訪問
や行事の開催など、意図的に若者と高齢者と
の世代間交流の場を設けることが重要であ
る。ただし、このような取り組みを一過性で
終わらせないよう、高齢者が気軽に集える居
場所をつくり、子育て中の親や子どもたちも
気軽に遊びに訪れることができる居心地の
よい場所にすることにより、世代間交流を日
常化するための仕組みづくりを行うことも
必要である。」 
世代間交流による高齢者と子どもへの効

果には、相互理解、世代継承性の増加、精神
的・身体的・社会的 well-being の向上、人間
関係の広がり、地域共生意識の増加が挙げら
れ（糸井、2012）、また、ソーシャルキャピ
タルを高め、社会的凝集性の向上等、地域自
体への効果が報告されている。つまり個人の
well-being や人間関係、地域のつながりを強
化する、ヘルスプロモーションや地域づくり
の効果があると考えられるが、その効果評価
は、高齢者は QOL や抑うつ、子どもは高齢
者イメージなど単世代の限られた領域にと
どまり、地域への波及効果の視点からの評価
の確立が課題である。また、世代間交流によ
る地域づくりの概念は、十分に明らかになっ
ていなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、世代間交流によるコミュニテ

ィ・ビルディングの概念を明らかにし、その
評価法と世代間交流を用いたコミュニテ
ィ・ビルディング支援プログラムを開発する
ことである。 
 
３．研究の方法 
1）世代間交流によるコミュニティ・ビルデ
ィングの概念の明確化 
実 践 的 理 論 の 開 発 を 目 的 と す る

Schwartz-Barcott & Kim（1986）が提唱する
Hybrid Model を用い、文献検討とフィールド
ワークを組み合わせた概念分析を行った。 
第一段階である理論的段階として、文献検

討により、仮の定義を行った。文献は、1990
年代以降の世代間交流に関する国内外の文
献を検討した。海外文献はデータベースを
PubMed、CINHAL、SocIndex とし、キーワード
を intergenerational program、community 
development、community building、social 
capital として、8 本の文献が抽出された。
国内文献は、データベースを医学中央雑誌、
CiNii とし、世代間交流、地域づくり、地域

をキーワードとして6本の文献が抽出された。
文献より概念に関する記述を抜粋し、内容分
析した。倫理的配慮として、文献の著作権を
遵守し、原論文の意図を忠実に反映すること
に努めた。 
 次に第二段階であるフィールドワークの
段階として、地域づくりを念頭においた世代
間交流プログラムの視察を行い、視察の経験
を概念の洗練に活かした。第三段階として、
最初に生成した概念について、フィールドワ
ークを踏まえて見直し、調整した。 
 
2）コミュニティのニーズに見合う地域世代
間交流プログラムの開発 
 大学近隣のコミュニティのニーズとして
見いだされたものは、子育て世代、特に未就
学児を持つ母親の孤立ならびに独居高齢者
の孤立であり、地域住民が持つ大学への期待
として、学生との交流を持ち自分たちも学び
たいという希望があることが分かった。その
ため、大学を拠点として、地域で支えあう交
流の居場所づくりとして、講座型多世代交流
プログラムを立ち上げ、試験的に運営を行っ
た。本プログラムの目的は、地域に住む子育
て中の母親と中高年、学生が一緒に学ぶこと
を通して、楽しみや生きがい、仲間づくりに
つなげ、地域での連帯感を育むことである。
講座の内容は、日本の伝統技術である水引を
学ぶこととした。理由は、多世代が楽しめる
ツールであること、お互いに教えあうことで、
自然な交流が生まれやすいことによる。プロ
グラムの立ち上げにおいては、1）で明らか
にした世代間交流によるコミュニティ・ビル
ディングの概念を意識し、地域の協働相手と
連携を進めることとし、立ち上げのプロセス
を質的に分析した。 
 
４．研究成果 
1）世代間交流によるコミュニティ・ビルデ
ィングの概念分析結果 
 第一段階の文献による理論的段階におい
て、概念に関する記述では、「社会のネット
ワークの再建」、「包括的コミュニティに向け
た包容力の開発」、「偏見の打破」、「社会の結
束を高める」、「文化を強める」、「家族のプレ
ッシャーを軽減する」、「社会保障やヘルスケ
アの改正、環境保全」、「学校と高齢者施設と
のつながりを作る」、「普段接触の少ない年齢
や文化的なグループ間の新しいつながりや
相互尊重と友情」、「今までは個別に対応して
いた公的・私的組織における広域の協働」、
「誰でもが学べる生涯学習のまち育てに寄
与する学校と地域をつくる」、「安全で安心し
て学び働き暮らせるノーマライゼーション
のまち育てに寄与する学校と地域をつくる」、
「社会全体で子供たちの学びを支援する取
組みの推進」、「世代を超えた生活の場の提
供」などがあった。またウォルター（2005）
によれば、コミュニティ・ビルディングとは、
「外部の専門家が主導するのではなく、地域



の固有の歴史とアイデンティティをもつ自
律的な存在である地域を構成する人々が主
体となった地域の協働社会の組織化である」
とした。 
 これらを類似性によりカテゴリ化したと
ころ、世代間交流による地域づくりの概念は
【理解】【協働】【連帯感】【次世代育成】【持
続可能な社会】の 5つの属性があると考えら
れた。 
次に第二段階であるフィールドワークの

段階として、地域づくりを念頭においた世代
間交流プログラムの視察からは、「人は人の
輪の中で自分の持てる力を発揮し人を助け
ることで、生きがいや連帯感が生まれ、互い 
に見守りあう地域ができる」という知見が得
られた。これを第三段階において調整、加味
し、＜多世代住民の力を発揮できる仕組みづ
くり＞をサブカテゴリとして新たに採択し
【持続可能な社会】の中に追加することとし
た。これらを経て表 1 のように結論付けた。 
 
※太字はフィールドワークの結果により追加 

 
2）コミュニティのニーズに見合う地域世代
間交流プログラムの開発 
 立ち上げのプロセスには、5 段階が見られ
た。第一段階として住民のニーズを捉える、
第二段階として、水引講師との出会いと多世
代交流を促進するプログラムの考案と試験
運用、第三段階として学生ボランティア育成
と広報活動、第四段階として近隣や多世代住
民への支援機関との協力体制の構築があっ
た。さらに第 5段階として参加者のニーズに
見合うようなプログラム修正があった。 
7 か月の試験運用を経て、2017 年 4月より

本格的に月 1回のプログラムを開始した。多
世代交流型水引講座の日程は、スタッフ側の
開催可能性と交流の継続性を考慮し、月1回、
14 時～15 時半の 1 時間半とした。開催場所
は大学の 2号館 3階和室（36 畳）とし、受付
や水引を学ぶコーナーのほか、0 歳児の母親
の授乳スペースや、子どもが遊べるスペース
を設置し、参加者が自由に行き来できるよう
にした。参加者は、0～1歳児を育児中の母親
ならびに地域在住高齢者とし、パンフレット
を区の保健センターや生涯学習センター、地

域包括支援センターに置き、募集した。運営
スタッフは、水引講師 2名、看護学教員 3名、
保育スタッフ 2名、学生ボランティア 8名（各
回は 2名程度）による。 
参加した地域の高齢者からは、学生や若い

人と交流してエネルギーをもらえる、子育て
世代からは、子育てに追われていたが、子ど
もと一緒に参加でき、新しいことを学ぶのは
久しぶりで嬉しかった。学生は、地域住民が
集える場づくりの重要性を感じたなどの感
想が得られ、自主的な参加が継続されている。 
足立区福祉協議会や生涯学習センターか

らも視察が来て、世代間交流による子育て・
高齢者支援は、当事者である子育て中の母親
や高齢者だけではなく、支える側の地域を活
性化する共通課題であると考えられた。参加
者の効果については、孤立感の減少、世代性
関心や地域コミットメントの増加、抑うつの
減少、健康保持・ストレス対処能力の向上の
観点から評価した。 
初回、6ヵ月後、12 か月後を通してデータ

が得られた 9名（育児中の母親 3名、中高年
者 6 名）を分析対象とした。対象の年代は、
30 歳代が 3 名、40 歳代が 1 名、50 歳代が 1
名、60 歳代が 2名、70歳代が 2名である。 
地域コミットメント（Kono、2012）、日本

版 UCLA 孤独感尺度（舛田、2012）、健康保持・
ストレス対処能力（SOC-UTHS 戸ヶ里）、抑う
つ尺度（Zunk）ともに、変化が見られなかっ
たが、世代性関心（丸島）のうち、「創造性」
が、初回に比べて 12 か月後に有意に上昇が
みられた（t=-2.45,p=.040）。 
自由記載のカテゴリには、【子どもを見て

もらえる環境で新たなことに挑戦できる】
【多世代の声が聞こえて楽しい】【普段とは
異なる環境でリラックスする】があった。参
加者の行動観察では、初回は【知り合いや同
じ世代での会話】が多かったが、6 ヵ月を過
ぎ、【世代を超えた会話】【皆で子どもの成長
を喜ぶ】などがあった。 
 本プログラムにより、世代間の関係性への
関心が高まった可能性があるが、今後人数を
増やし、長期的な変化を追う必要がある。 
 
3）世代間交流による地域づくりの評価方法
について 
 地域により構成する人々や信条等が異な
るため、同じように地域づくりが進むわけで
はないが、世代間交流を用いた地域づくりの
プロセスとしては、今回「世代間交流による
地域づくり」として明らかになった【理解】
【協働】【連帯感】【次世代育成】【持続可能
な社会】の概念は、異世代の住民の交流を通
して地域づくりをしたい保健師や自治体の
職員に対し、事業内容を模索する際に手掛か
りを提供する視点であると考える。 
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